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研究成果の概要（和文）：　居住文化の継承と発展の視点から、庭の計画を重視した地域型環境配慮住宅の開発
をめざし、京町家を対象とした庭や庭師の調査を行った上で環境配慮型住宅のローカルモデルを提案することを
目的として研究を行った。①京町家の庭づくりに携わる庭師に対する調査、②京町家の庭における生活実態調査
（京町家の生活を綴った随筆の分析、居住者へのインタビュー）の成果を踏まえ、③庭から考える環境配慮型住
宅ローカルモデルの提案にむけた庭師の仕事に関する参与観察調査を行った。そして、庭の機能や住宅内外の関
係といった物理的・空間的条件に加え、住宅づくりにおける庭師の役割とそれが発揮される環境整備といった人
的条件を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research aims to develop environmental-conscious house with evaluation 
of garden planning from view of conservation and reorganization of living culture. We tried to 
propose local model of environmental-conscious house based on investigation of garden and gardeners 
in Kyo-machiya (Traditional wooden town house in Kyoto). We operated 1) analysis of gardeners who 
engaged in gardening in Kyo-machiya, 2)Analysis on lifestyle in Kyo-machiya (Analysis of essays by 
residents Kyo-machiya residents and interview for them) and 3)participant observation on 
collaboration of gardener with architect and  communication of gardener and client. In the result we
 clarified conditions which the local model should follow, human and social conditions such as roles
 of gardener and environment which help gardener play the roles as well as physical and specific 
conditions such as functions of garden and relationship between indoor and outdoor.

研究分野： 都市計画・建築計画

キーワード： 住宅計画　京町家　生活文化　建築士　庭師　協働
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 地球環境問題が深刻さを増す中、2020 年
までにすべての新築住宅・建築物の省エネ基
準への適合を段階的に義務化することを視
野に入れて、2013 年に省エネ基準が改正、
公布された。こうした動向のなかで想定され
ている省エネ住宅は、最外壁（外皮）の高気
密・高断熱化を図った閉鎖型のいわゆる「マ
ホービン住宅」である。このような省エネ住
宅のグローバルモデルは、冬期の気象条件が
厳しい地域の伝統的住宅の改良から生まれ
たものである。 
 しかし、日本の温暖地域の伝統的な住宅は、
吉田兼好の「徒然草」第五十五段にある通り
夏を旨とした住宅であった。夏の蒸し暑さを
和らげるために、住宅の内部と外部との関係
を強め、可能な限りの風通しを確保し快適性
を高めた開放型の住宅である。このような住
宅において、季節による室礼の変更や建具の
開け閉めにより、住まい手自らが居住環境を
調整し、季節感を楽しむ居住文化が育まれて
きた。そこでは、内部と外部の境界領域に連
続する庭の存在が、決定的に重要である。こ
のような地域において、閉鎖型のグローバル
モデルを単純に適用すると、蓄積されてきた
地域の居住文化の破壊を招くおそれがある。
異なる環境下で蓄積されてきた居住文化の
継承、発展の視点から、地域に根ざした環境
配慮型住宅のローカルモデルの構築こそが
模索される必要がある。 
 京都市では、京都型の環境配慮型住宅のロ
ーカルモデルとして、最大限の風通しを確保
するとともに、複数の建具を重ねて多様な
「環境調整空間」をつくり出し、断熱性能を
確保する「平成の京町家」認定制度を設けて
いる。研究代表者は、その普及促進・研究開
発を進める「平成の京町家コンソーシアム」
の会長として、実践的な研究を続けてきた。
2010 年の認定制度開始からこれまで約 50 
件の住宅が認定を受けている。認定住宅では、
縁側や深い軒下空間、土間などが実現されて
いる一方で、屋外空間である庭に対する積極
的な提案や生活行為の広がりといった計画
が十分に実現されているとは言えない。そこ
で、伝統的な京町家を対象とする庭に焦点を
絞った調査研究、および庭からみる住宅計画
の提案を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
 庭師を対象とする調査および京町家居住
者を対象とする居住実態調査を通じて、伝統
的な京町家における庭の役割と意義を明ら
かにするとともに、これからの温暖地域にお
ける環境配慮型住宅のローカルモデルに活
かすことのできる住まい方を抽出・分析し、
庭からみる住宅計画の提案を行う。 
 
３．研究の方法 
１）京町家の庭に携わる庭師に対する調査 
 京町家の庭の造園、管理に実際に携わって

いる複数の庭師の協力を得て、庭の計画と維
持管理、および住宅における庭の意義につい
ての調査を行う。 
 
２）京町家の庭における生活実態調査 
①京町家における生活を綴った居住者によ
る随筆の分析 
 京都市都心部には、伝統的な形式を今もよ
く残しており、代々住み継がれてきた京町家
が存在している。代表的な事例として、１８
７０（明治３）年建築で、京町家として唯一
重要文化財指定を受けており、庭園部分も名
勝指定されている杉本家住宅、１８８９（明
治３２）年建築で景観重要建造物指定を受け
ている小島家住宅、１８６９（明治２）年建
築で京都市の登録文化財となっている秦家
住宅などが挙げられる。これらの住宅で実際
に生活してきた当主による著書が多く存在
し、生活の実態が詳細に述べられている。特
に秦家住宅では、現在は入手困難な先代当主
による生活の記録と日々の思いを綴った随
筆文を研究資料として入手することができ
た。これらの文章を対象として、庭と建物の
関係性に基づく生活の実態と、居住者が認識
している意義を抽出する。 
②京町家居住者のインタビュー調査 
 現在、京町家に居住している居住者を対象
に、庭に関わる生活行為の実態に関する詳細
なインタビュー調査を行う。建物および庭の
平面図の採取、京町家内に複数存在する性質
の異なる庭空間それぞれにおける生活行為
の実態、京町家居住者にとってそれぞれの庭
が持っている意義等についてのインタビュ
ーを行う。インタビューは複数回行い、内容
の確認を行うことによってその精度を高め
る。 
 京町家の庭としては、坪庭や前栽（座敷庭）
が一般的にイメージされる。庭師が造園を行
い手入れをするのはこういった庭である。ま
た京町家に特徴的な空間として通り庭があ
る。通り庭は台所空間であるとともに前栽へ
と続くメンテナンス通路でもある。さらに、
居住者へのインタビューを通じて、裏庭やオ
オウラと呼ばれる、通常は、居住者以外立ち
入らない庭についても、そこでの行為の実態
と意味を明らかにすることができる 
 
３）庭から考える環境配慮型住宅のローカル
モデルの提案 
①庭師との恊働による庭の計画案の作成 
 具体的な敷地を想定し、周辺環境や方位な
どの敷地条件から、住宅の計画より先行して
庭の計画案を作成する。その際には、庭師と
のコラボレーションによって計画案の作成
を行う。 
②建築士による設計ワークショップの開催 
 作成した庭の計画案を前提とする住宅の
設計案を作成するワークショップを行う。ワ
ークショップの開催に際しては、京都府建築
士会に所属する住宅設計の経験が豊富な建



築士の協力を得て行うものとする。 
③作成した住宅案の評価ワークショップの
開催 
 町家居住者、町家居住希望者、大工棟梁な
どの参加を得て、作成した住宅の設計案につ
いて評価するワークショップを行う。この３
段階の手順を通じて、庭から考える環境配慮
型住宅のローカルモデルの提案を行う。 
 
４．研究成果 
 研究初年度は、伝統的な京町家において蓄
積されてきた庭と建物の関係性、および庭の
役割と意義を明らかにするために、平成 26
年度の研究実施計画の１点目である、京町家
の庭に関わる庭師を対象とした聞き取り調
査を進めた。調査の主対象とした庭師は、京
町家の庭だけでなく、寺社仏閣やホテル等の
商業建築など幅広い建築物の庭の造園と管
理を手がける熟練した技術者である。調査を
通じて、①市街地の住宅における庭の意義、
および伝統的な京町や街区における庭の練
炭の合理性、②庭に関する京都独自の事柄と
して、剪定の技術や素材の豊富さおよびこだ
わりの強さ、③住まい手による日常的な庭の
管理の内容と、特に京都におけるその重要性、
④日常的な手入れを庭とかかわる機会とし
て楽しむ工夫、の４点として整理することが
できた。 
 研究初年度の研究実施計画の２点目であ
る京町家の庭における生活実態調査として、
京町家における生活を綴った居住者による
テキストの分析、および京町家居住者のイン
タビュー調査を開始した。さらに、研究実施
計画の２点目を発展させ、韓国における伝統
的な木造住宅である韓屋における庭と建物
の関係性および庭の役割と意義についての
調査も行った。 
 研究二年度目は、前年度までに行ってきた
①京町家の庭づくりにたずさわる庭師に対
する調査、②京町家の庭における生活実態調
査（京町屋における生活を綴った居住者によ
る随筆の分析、京町家居住者へのインタビュ
ー調査）の成果を踏まえ、③庭から考える環
境配慮型住宅のローカルモデルの提案にむ
けたワークショップ計画の検討を行った。 
 ワークショップ計画の検討にあたって、庭
師と建築士のコラボレーションにおける視
点や方法を明確にするために、京町家の庭に
携わる庭師、および庭との関係を熟慮した住
宅の設計に携わる建築士へのインタビュー
調査を複数回行った。インタビュー調査の結
果、①庭師のタイプの違い（職人タイプかプ
ロデューサータイプ）を考慮する必要がある
こと、②住まい手の維持管理に対する意識や
能力も庭の設計内容に影響すること、③建物
全体の施工プロセスの中で庭の設計にでき
ること、できないことを考える必要があるこ
と、などが明らかになった。 
 また、上記の研究内容②を発展させ、韓国
における伝統的な木造住宅である韓屋にお

ける庭と建物の関係性、日本国内の歴史的街
並みが残る過疎地域の木造住宅における庭
と建物の関係性についての調査も行った。 
 当初の研究計画ではワークショップを開
催する予定であったが、ワークショップの準
備の過程において庭師の仕事は想定してい
たより多様で複雑であり、ワークショップと
いう仮想的な環境のもとでは庭師と建築士
のコラボレーションの可能性について十分
な成果を得ることがこんなんであると判断
した。また、建築士とのコラボレーションに
ついて豊富な実績を有する庭師の協力を得
ることができたことから、研究方法を変更し、
上記の庭師を対象としたインタビューや参
与観察等の方法によって分析した。 
 分析の結果、住宅づくりにおける庭師の役
割として以下の３点を明らかにした。①建築
設計段階や建築施工段階初期において、建築
設計者に対して「建物と庭の繋がり」や「そ
の後の維持管理」を考慮した庭の設計案を提
案すること、②不都合な段差や外部に露出し
た設備など、建築側だけでは解消しきれない
問題に庭の意匠により対応する事で、内外の
関係を考慮した建築設計に寄与すること、③
出入りの庭師として住宅建設プロセスのサ
イクルに関与し続ける中で、庭の手入れや生
活補助だけでなく、増改築の際に早期に参画
し建物の設計に関与するといった行為を通
じて、建物と庭の繋がりをより密なものにす
ること。 
 また、上記の庭師の役割が発揮されるため
の条件として以下の３点を明らかにした。す
なわち、①建築設計者が関与している期間、
建築設計の追加や変更が可能な期間に庭師
が参画し庭の設計をすること、②建築設計段
階から庭の存在を意識する、もしくは出入り
の庭師の存在を重視する施主の存在、③庭師
とのやり取りを行う中で、庭師へ裁量の余地
を残す、もしくは庭師の提案に対応できる建
築設計者の存在である。 
 上述した庭師の役割とそれが発揮される
条件はあくまで一事例の分析から導かれた
ものであるため、一般化にむけて今後さらな
る検討が必要である。一方、これまで明らか
にしてきた伝統的な京町家等にみられる庭
の機能や建物と庭の関係といった物理的・空
間的条件に加え、庭師の役割とそれが建築士
とのコラボレーションや施主とのやりとり
のなかで発揮されるための人的条件につい
ても明らかになったことは本研究の一つの
成果である。今後の環境配慮型住宅のローカ
ルモデルとして、上述したような物理的・空
間的条件に対して庭師の仕事とそれに関わ
る社会関係といった人的・社会的条件の視点、
建物の企画・設計から施工、管理といった一
連のサイクル、すなわち時間の視点を加える
ということを提案する。 
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